ボランティア班

【主な活動内容】　ボランティアの受入れ
（ニーズの把握、派遣の要請・調整、活動への同行）


	活動の展開



□　避難者のニーズを把握しながら、災害ボランティアの派遣を要請、調整する。

□　班会議を１日１回以上開催し、班員の活動や課題を把握・共有する。

①　ボランティアへの要望の把握
・　避難者や在宅被災者のボランティアへの要望を意見箱などで収集する。

②　ボランティア派遣の要請・調整
・　一般災害ボランティアは、災害ボランティアセンター（社会福祉協議会に設置される）に派遣を要請する。
・　専門的な資格や知識を持った専門ボランティアについては、市災害対策本部に派遣を要請する。
・　トラブルを避けるため、避難所でのボランティアの直接受入れは行わない。
・　ボランティア活動中の事故に備え、災害ボランティアセンターで保険に加入したボランティアのみを受け入れる。

③　ボランティア活動への同行
・　ボランティア受付を設置し、派遣されたボランティアの入退所を管理する。
・　トラブルを避けるため、避難所内でのボランティアの活動には、基本、班員が同行する。
[bookmark: _GoBack](ボランティア側が善意で行ったことであっても避難者が嫌な思いをしたり被害を受けたりする場合があることに留意し、避難者の様子に気を配る)
・　ボランティアには、一目で分かるよう、腕章やネームプレート、ベストなどの着用をお願いする。

ボランティア班－１

